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「安全、安心、より快適な二輪車環境の
構築を目指し、活動を推進」

会　長　伊　東　孝　紳

　明けましておめでとうございます。皆様、良き年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、平素から、当協会の諸活動に多大のご理解とご支援、ご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。
　新年に当り、当協会が本年取り組みます事業につきまして４点ばかり簡単に申し述べたいと思います。
　第一は、「二輪車の安全普及活動」についてです。
　昨年 11 月末現在の全国の二輪車乗車中の交通事故による死者数は 587 人で、前年同期より 47 人減少となって
おり、原付自転車乗車中が170人で前年同期より42人減少、自動二輪車乗車中は417人で前年同期より5人減少と、
いずれも減少となっております。
　日本二輪車普及安全協会では今後より一層、悲惨な交通事故を抑止して安全で、安心な二輪車利用の普及を図
るため、グッドライダーミーティングをはじめ高齢者、女性、高校生等に対する安全運転講習を計画的に推進し
てまいります。
　第二は、「二輪車の防犯活動」についてです。
　二輪車の防犯活動として警察のご指導を得てグッドライダー・防犯登録制度を運用しておりますが、ここのと
ころ登録件数が減少傾向にあり、その一因として、ユーザーをはじめ販売店、更には警察官に、この防犯登録制
度についての知識が無かったり、メリット等が十分に理解されていないこと等が考えられることから、昨年４月
から６月までの３か月間、「グッドライダー・防犯登録普及促進月間」を実施しました。
　当協会としては、引き続き本年も「グッドライダー・防犯登録普及促進月間」を実施し、グッドライダー防犯
登録の一層の普及と登録件数の増加を図り、ユーザーの大切な二輪車の盗難被害の防止と盗難に遭った場合の早
期発見、被害回復が図ることができるよう二輪車ユーザーの安全で安心な二輪車利用をサポートしてまいります。
　第三は、「利用環境の改善」及び「流通環境の整備推進」についてです。
　二輪車の利用環境の改善に向けて、関係団体と連携を強化し、二輪車の駐車場整備やユーザーに対する駐車場
利用啓発等を行ってまいります。また、二輪車マナーアップ施策としてライダーの安全やマナーに対する意識の
向上を図り、社会における二輪車のイメージアップのため、グッドマナー　ジャパンライダーズ宣言を積極的に
推進してまいります。
　流通環境の整備については、関係団体と連携して自動車公正取引協議会への入会促進や二輪車品質評価者講習
会の開催などを行い「二輪車公正競争規約」の一層の普及を図ってまいります。
　第四は、「楽しさを訴求するイベントの開催等」と「モーターサイクルスポーツの普及促進」についてです。
　二輪車の楽しさを広く訴求するため、バイク月間中のイベントをはじめとする各種イベントを積極的に開催ま
たは後援してまいります。
　また、一般財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会と連携し、モーターサイクルスポーツの普及促進を図っ
てまいります。
　以上、当協会が取り組みます主な事業とその方針をご紹介いたしましたが、私共は今後とも安全、安心、より
快適な二輪車環境の構築を目指し、二輪車ユーザーの利用の輪が一層広がるよう活動を推進してまいります。
　皆様方のなお一層のご理解とご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　おわりに皆様の益々のご健勝とご活躍を心より祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。

年頭の辞
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警察庁交通局長　桝　田　好　一

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様方には、平素から交通警察行政各般にわたりまして、格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げ

ます。

　また、グッドライダーミーティング等による交通安全講習や各種交通安全啓発活動により、二輪車運転者に対

する交通事故防止及び交通安全意識の高揚に多大な貢献をされておりますことに、深く敬意と感謝の意を表する

次第であります。

　さて、平成 29 年中の交通事故情勢につきましては、死者数は 3,694 人で、交通事故発生件数及び負傷者数も

13 年連続で減少しております。

　これも皆様方を始めとする関係各位の御尽力のたまものであると改めて感謝する次第であります。

　しかしながら、都道府県の半数近くは、死者数が増加しているほか、交通事故死者に占める高齢者の割合は依

然として高く、悪質・危険な運転による悲惨な重大事故も後を絶たないなど、交通事故情勢は厳しい状況にあり

ます。

　こうした情勢を踏まえ、警察といたしましては、悲惨な交通事故を１件でも減少させ、政府が目標とする「世

界一安全な道路交通」の実現に向け、高齢者の事故防止を始めとする総合的な交通事故抑止対策を一層推進して

いくこととしております。

　また、高齢運転者や貨物自動車に係る交通事故防止等を目的として昨年３月に施行された改正道路交通法の適

切な運用に努めるほか、同年６月に取りまとめられた「高齢運転者交通事故防止対策に関する提言」を踏まえ、

高齢運転者対策を推進していくこととしています。

　現下の厳しい交通事故情勢の中で交通事故抑止の効果を上げるためには、警察と関係機関・団体が連携を一層

強化し官民一体となって取り組んでいくことが不可欠と考えております。

　貴協会におかれましては、二輪車運転者の利用環境等の向上とともに、交通安全講習や交通安全啓発活動を一

層推進していただき、安全で快適な交通社会の実現に向け、今後とも御協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、貴協会のますますの御発展と皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただ

きます。

年頭の辞

「安全で快適な交通社会の実現に向け
官民一体となり一層の推進」
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安全本部  安 全 普 及 部

■グッドライダーミーティングの開催

　グッドライダーミーティング（以下「Gミーティング」という。）は、日本二普協が主催もしくは共同主催者
として主に初心二輪車運転者等、二輪車の運転に不慣れで不安のあるライダーを対象として実施している体験型
運転実技講習会です。
　本年度、全国で 118 回の開催を計画し、年度内に 3回の開催を残していますが、12 月末迄に 110 回を開催し（中
止は 5回）、受講者総数は 3,722 名という状況です。
　本年度は、レディスミーティングを 12 回、高齢者を対象とした Gミーティングを 2回開催しました。また、
警察（白バイ）関係者、県交通安全協会（二推）との連携・協力を例年にも増して進めることが出来ました。
　来年度以降もグッドライダーミーティングが、二輪車交通事故抑止に貢献していくために、全国 47 都道府県
での開催を将来に亘り定着させていくため運営方法の全国標準化を目指して参ります。
具体的には、
　・交通事故死傷者の割合が高い、初心運転者、年齢層（若者・リターンライダー等）の参加を促進する。
　・販売店を経由した動員の強化と募集方法の最適化を図る。
　・女性の参加を促すために、現在よりも参加し易い環境整備を進める。
　・ Ｇミーティング指導員マニュアルに基づいた指導方法、講習内容を標準化する。そのための各県指導員のレ

ベルアップ研修会を実施する。
　・受講者アンケート調査・分析を継続し、内容改善により一層の充実を図る。
　・地域格差を是正すべく、ライダーの数（人口等）に応じた開催回数を設定する。
　・会場使用料、指導員への謝金等の標準化と受益者負担の原則に則した講習料金を検討する。
以上の課題に取組みます。

活 動 報 告

大阪府　関目自動車学校 愛媛県　愛媛県運転免許センター広島県　広島県運転免許センター

北海道　札幌運転免許試験場 愛知県　平針運転免許試験場宮城県　宮城県運転免許センター
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■高校生に対する安全運転教育活動

　日本二普協では、高校生の交通事故抑止に寄与するため関係する機関・団体と連携し、原付車両による通学を
許可されている生徒に対して運転実技講習を実施しています。これは交通ルールとマナーの習得及び運転技術の
基本とその向上を図ることにより、一般道において交通事故に遭わない、起こさないためのポイント等の習得を
目的としたものです。
　また、一部地域では全校生徒に対し日常生活に潜む様々な交通リスクについての安全講話も実施しています。
　本年の活動実績は、座学講習・運転実技講習を合わせて延べ189校で16,284人の生徒に対して実施する事が出
来ました。
　さらに、埼玉県に於いては「高校生の自動二輪車等の交通安全に関する検討委員会」に委員として参加し今後
の県下高校生に対する交通安全教育の在り方について議論を重ねて参りました。
　来年度以降の課題、目標としては、もちろん全ての二輪車運転免許証を持っている生徒に対して交通安全運転
教育を届ける事ですが、まずは高校生の二輪車による交通事故の割合が高い県、原付車による通学を許可されて
いる生徒数の多い県での講習を充実させて行きたいと考えています。

埼玉県　浦和東高校 茨城県　つくば工科高校福岡県　八女農業高校

■免許取得支援活動

　原付試験問題「ゲンチャレ」Web サイトは、運転免許を取得しようとする時点において交通安全教育をする
ことは、大きな効果が期待出来ることから、これらの者に必要な情報を提供して免許取得を支援し、安全かつ健
全な運転者を育成することを目的としています。
　Web 検索では原付試験問題として圧倒的な認知度を誇っていますが、原付免許の受験者数の減少に比例して、
アクセス数は 2017 年度およそ 873,000 セッション程度となる見込みで、残念ながら毎年減少を続けています。
　来年度以降の課題、目標は、
　・免許取得者にも、交通ルールを再確認するためのツールとしての活用を促進します。
　・原付免許取得に際して義務付けられている原付講習の支援として、実技編の活用を促進し交通安全意識の醸
成を促進します。

原付試験問題「ゲンチャレ」Webサイト 動画で学ぶ！原付ライディング「ゲンチャレ」Webサイト実技編
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安全本部　 G 防 推 進 部

■グッドライダー・防犯登録の推進状況

　グッドライダー・防犯登録（Ｇ防登録）は、本年度も 30 万件超の登録を目指し展開していますが、平成 29 年
1 月～ 12 月の登録件数は 233,238 件となっており、依然として低調です。
　本年度はＧ防登録の減少傾向に歯止めをかけ、Ｇ防登録の認知度向上と一層の普及促進を図るべく、４月から
６月までの３か月間「グッドドライダー・防犯登録普及促進月間」等を実施した結果、一定の成果が見られたた
め、来年度も下記のとおり実施致します。

活 動 報 告

◇ 実施期間
　　平成30年4月1日（日）～6月30日（土）までの３か月間
◇ 後　　援
　　警察庁
　　全国カワサキ会、全国スズキ二輪会、全国ホンダ二輪会、全国ヤマハ会
　　全国オートバイ協同組合連合会
◇ 実施内容
　　・Ｇ防取扱販売店、都道府県警察本部及び警察署へポスターとリーフレットの配布、
　　　積極的な加入促進依頼
　　・関係機関・団体のWebサイトにグッドライダー・防犯登録についての情報掲載協力依頼
　　・業界紙、関係機関の機関誌等へ「グッドドライダー・防犯登録普及促進月間」の
　　　告知協力依頼
　※本月間は、表彰及び特典は予定しておりません。

グッドライダー・防犯登録普及促進月間

■盗難照会システムの運用状況

　警察が保有する盗難二輪車情報の提供を受けて、販売店等がユーザーから二輪車を購入する場合などにおいて、
その二輪車が盗難車に該当しないかの確認することが出来る、二輪車盗難照会システムを運用しています。
　中古二輪車の取引を行う場合は、販売店としては盗品等が市場に流通することがないよう二輪車盗難照会シス
テムを活用することが重要です。

掲示予定のポスター（B3サイズ） 配布予定の三つ折リーフレット
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流通環境本部  流 通 業 務 推 進 部
活 動 報 告

■二輪車駐車場の整備促進および利用促進

　本年度も、自治体を訪問し自転車等駐車場への自動二輪の受け入れ要請や「全国バイク駐車場案内」Webサ
イトへの掲載協力依頼など二輪車駐車場整備の促進を行いました。
　またWebサイトに設けている「バイク駐車場ここにつくって!」にユーザーから寄せられた要望を自治体へお
届けしました。
　「全国バイク駐車場案内」Webサイトの情報掲載数は、12月末時点で
167,700台となり、前年末より7500台増加致しました。
　平成28年の全国の確認標章取付数(放置二輪車にステッカーが貼られた
件数)は、153,993件となり前年の163,576件に対して9,583件減少し、前年比
94.1％となりました。
　平成29年1月～6月の確認標章取付数は71,801件で、前年同期に比べ882
件減り98.8%となりました。

■二輪車通行規制区間のユーザーからの要望収集

　本年度も二輪車通行規制区間に関するユーザーからの要望収集を行いました。2016年10月～2017年9月の1年間
で924件が集まりました。ユーザーの生の声として各支所より管轄の警察へ届け、情報共有を行いました。

■公正な二輪車取引の推進、二輪品質評価者(品質査定士)講習会の開催

　日本二普協主管の公取協会員(MC会員)は12月末現在、新規入会法人数は31社、廃業などの理由により50社が
退会、合計3,736社となりました。（前年度3,755社 前年比99.5％）

　二輪車品質評価者講習会は、全国で56回開催し、1,244
名が受講しました。また、未在籍店から193店213名の受講
がありました。　
　昨年より始まったＥ-ラーニングの受講が本年より更新
者については座学講習との選択制となりＥ-ラーニングで
の更新受講者数は358名となりました。

■グッドマナー JAPAN RIDERS宣言

　本年度はNEXCO 東日本・中日本が実施した「首都圏ツーリングプラン」にご協力を頂き、マナーアップ
宣言を申し込み条件として頂いたことで大きく認知度向上につなげることが出来ました。平成 29 年 12 月ま
でに 68,000 件の宣言を頂き、Facebook の「いいね！」の 12 月末現在の累計数は 1,766 件、今年度の JAPAN 
RIDERS 公式Web サイトアクセス数は 58,731 セッションとなっています。
　引き続き、来年度も新たに企画されるプランなどとタイアップしながら、JAPAN RIDERS の一層の認知度向
上と訴求効果を高めるための施策を展開します。



－ 8－

日本二輪車普及安全協会ニュース　№120

流通環境本部 モーターサイクルスポーツ推進部
活 動 報 告

8月　バイクの日スマイルオン2017in新宿 9月　東北夢ツーリングin安比

■バイク月間

　本年度も、「交通安全」と「バイクの楽しさ」をテーマに「8月 19 日のバイクの日」を中心に、バイクの安全
と楽しさを訴求するためイベント等を実施・後援・協力を行いました。

　来年度も、更に「バイク月間」が認知されるよう、より幅広く、バイクの楽しさを安全に寄与する活動を推進
します。
■モーターサイクルショーの開催、協力

　大阪モーターサイクルショーを開催するとともに東京モーターサイクルショーへの協力を行い、団体ブースに
出展し事業の訴求活動を行いました。
　平成 30 年 3 月開催のチケットも既に発売中です。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

■モーターサイクルスポーツの開催協力、運営

　MFJ やMFJ 加盟団体と協力しモーターサイクルスポーツの底辺層の維持拡大のため、各種全日本選手権の開
催や地方選手権活性化等、モーターサイクルスポーツの普及活動を推進しました。
　来年度の各種レース日程もすでに決まっています。
　詳しい日程はMFJ のWeb サイトでご確認下さい。http://www.mfj.or.jp/

　「8 月 19 日　バイクの日新聞企
画」では、「バイクを取り巻く状況」
を広く世間一般に伝えることを主
眼に、「二輪車産業政策ロードマッ
プ」より新聞各紙にテーマを設定
し展開しました。また、各紙のデ
ジタル版（Web サイト）でも掲
載しました。

7月　鈴鹿バイクであいたいパレード
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平成29年度　陸運関係功労者表彰及び従事者表彰
　陸運関係功労者表彰及び従事者表彰は、自動車関係事業の販売、整備、運輸の各分野において多年精励され、
功績顕著である者を表彰する制度です。日本二普協では、二輪車関係事業の推薦団体として平成 25 年度から二
輪車業界の発展のために尽力された方々を推薦しています。 平成 29 年度は、国土交通省 自動車関係功労者大
臣表彰の受賞者 4名のほか、64 名の方が受賞されました。引続き、二輪車業界のために、多年精励され、功績
顕著な方々を称え、更なる励みとなって頂けるよう、推薦して参ります。

東北運輸局長表彰受賞者

九州運輸局長表彰受賞者 北信越運輸局長表彰受賞者 沖縄総合事務局長表彰受賞者

栃木運輸支局長表彰受賞者 広島運輸支局長表彰受賞者

石井啓一国土交通大臣の式辞 大臣表彰を受賞された伊藤様 大臣表彰を受賞された大島様、藤本様、大芦様

関東運輸局長表彰受賞者 中国運輸局長表彰受賞者

宮城運輸支局長表彰受賞者
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陸運関係功労者表彰及び従事者表彰の受賞者一覧
＜日本二普協の推薦者のみ＞　　

国土交通省大臣表彰　功労者　４名

運　輸　局 支　　局 店　　　　　　　　　　　　　　名 氏　　　　名

関　東 東　京 (有)大島堅輪社 大島　敏男

関　東 栃　木 (有)大芦輪業 大芦　　勝

関　東 山　梨 バイクショップ藤本 藤本　和儀

中　部 愛　知 (有)イトーモータース 伊藤　憲尚

運輸局長表彰　功労者　22名

運　輸　局 支　　局 店　　　　　　　　　　　　　　名 氏　　　　名

東　北 宮　城 (有)マコトレジャーハウス 齋藤　　實

東　北 宮　城 (有)服部カワサキ 服部　謙治

東　北 宮　城 (株)早坂サイクル商会 早坂　　忠

関　東 栃　木 (有)岡モータース 岡　　康夫

関　東 栃　木 (有)モトショップタカハシ 髙橋　　修

関　東 千　葉 セフティースポーツショップタキタ 瀧田　一男

関　東 神奈川 港北スズキ販売(株) 三田村　尚

関　東 神奈川 (有)杉本モーターサイクル 杉本　辰夫

関　東 神奈川 (株)プレジャーメイト 瀬谷　秀人

関　東 神奈川 (有)北相モーターサイクル販売 栗原　利一

北信越 新　潟 (株)ホンダウイング髙橋 髙橋　正則

北信越 新　潟 YOU SHOP小林ヤマハ 小林　　繁

北信越 富　山 レッドシティー(合) 深堀　　昇

中　部 愛　知 名西カワサキ 西村　一民

中　部 愛　知 (有)モーターショップカトウ 加藤　静利

近　畿 滋　賀 (株)YSP滋賀 糟貝　吉治

中　国 島　根 ホンダドリーム島根 齋藤　　勅

中　国 広　島 (株)広島オートバイ販売 小笠原　幸

中　国 山　口 (株)バイクショップ　シゲムラ 重村　幸生

九　州 福　岡 (有)アールエス苅田 田中　秀規

九　州 大　分 (有)ホンダウイングイワオ 岩男　鶴喜

九　州 鹿児島 (有)ロマンオート東郷 東郷　喜八

 

運輸局長表彰　従事者　5名

運　輸　局 支　　局 店　　　　　　　　　　　　　　名 氏　　　　名

関　東 東　京 YSP成増 原元　直樹

関　東 茨　城 (株)ウエストウッド井原商会 森田　　豊

関　東 千　葉 (株)ウイング遠山 伊藤美喜夫

近　畿 大　阪 (株)NAKAGAWA MOTORS 左古　　正

九　州 福　岡 (株)スズキ二輪 植田　英敏
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運輸支局長表彰　功労者　30名

運　輸　局 支　　局 店　　　　　　　　　　　　　　名 氏　　　　名

東　北 宮　城 YOU SHOPあんどう 安藤　弘禅

関　東 東　京 レインボー(有) 早瀬　孝志

関　東 茨　城 船見サイクル 船見　三四

関　東 茨　城 モトショップサイトウ 斎藤　正勝

関　東 茨　城 (有)ホンダツーワン 早見　　豊

関　東 茨　城 YOU SHOPフレンズ 色川　芳美

関　東 栃　木 エルカホン(株) 大田　　忍

関　東 埼　玉 (有)ミナミ商会 南　　次郎

関　東 千　葉 (有)岩名ホンダ 岩名　光子

関　東 千　葉 (有)ハマダ 濱田　治彦

関　東 神奈川 オートショップ中村 中村　幸雄

関　東 神奈川 (有)モリサイクル茅ヶ崎店 森　　孝裕

関　東 山　梨 (有)井上 井上　　隆

北信越 新　潟 (株)ニーズ 太田　勝彦

北信越 新　潟 (有)ホンダウイングイヌイ 乾　登志夫

北信越 石　川 (有)城北カワサキ 山本　　正

北信越 石　川 (株)バイカーズステーション金沢 森下　一郎

中　部 静　岡 (合)バイクショップ純 鈴木伊智一

中　部 岐　阜 バイクマン 藤原　慶尚

中　部 愛　知 (合)吉村商会 吉村　義彦

中　部 愛　知 (有)ミヤワキオート 宮脇　勇一

中　部 愛　知 近藤モータース 近藤　敏行

中　部 愛　知 東洋産業(株) 森　　　章

中　部 三　重 羽藤モータース 羽藤　惠一

中　部 三　重 (有)ホンダスポーツ野崎 野崎　光治

中　国 岡　山 近藤商会 近藤　米男

中　国 岡　山 (有)アキヤマ 秋山　勝彦

中　国 広　島 三浦自転車商会 三浦　利之

中　国 広　島 カワサキショップキティ 岩本　敏幸

九　州 沖　縄 プロス那覇ホンダ販売 渡慶次憲博

運輸支局長表彰　従事者　7名

運　輸　局 支　　局 店　　　　　　　　　　　　　　名 氏　　　　名

関　東 東　京 (有)大月ヤマハスポーツショップ 神谷　清隆

関　東 茨　城 モタイ輪業 茂田井金雄

関　東 栃　木 (有)遠藤サイクルセンター 遠藤由貴子

関　東 埼　玉 (有)細田 石田　浩禎

関　東 千　葉 (有)栄光商会 中野　巖雄

北信越 長　野 YOU SHOP清水 清水　光子

中　部 愛　知 (有)エイトストローク 髙橋美代子
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　都府県地区支所会長・事務局長会議の開催に当たり、一言ご挨拶をいたします。
　皆さんには、それぞれの都府県地区において二輪車ユーザーの安全、防犯の確保、流通環境の整備等に日々精
励され、所期の成果を収めていただいていることに、敬意と謝意を表する次第であります。
　さて、昨年のこの会議では、「各業務の推進状況が概ね順調に推移している中で、グッドライダー・防犯登録
については、平成26年度以降、２年半にわたり減少傾向を辿っており、先行きが憂慮される」と申し上げました
が、その後、皆さんのご尽力もあって、本年５月以降、件数的には大きな数ではありませんが、毎月、対前年で
プラスが続いています。
　このまま増加傾向が続くよう銘柄販社をはじめ関係各社、団体のご協力、ご支援も得て、販売店に対してG防
登録の一層の実施を働きかけるなど具体的なG防登録件数増加対策の推進をお願いいたします。
　このほかの業務につきましては、概ね順調に推移しておりますが、本年度も未だ３分の１の期間が残っており
ますので、一つ一つの業務を効果的にかつ的確な実施に努め、実績の向上を図っていただきますよう願っており
ます。
　二輪車を取り巻く諸情勢が大変厳しい中、皆さんには、日々、何かと御苦労も多いことかと思いますが、二輪
車ユーザーの利用の輪が広がり、より安全で快適なバイクライフを享受していただけるよう、関係機関団体との
緊密な連携の下に、引き続き各種活動を積極的に展開していただきますようお願いいたします。
　終わりになりましたが、本日ご出席の皆さんの一層のご活躍を祈念いたしまして私の挨拶とさせていただきます。

会　長　伊東　孝紳

関係機関団体との緊密な連携の下、各種活動を積極的に展開

　去る平成29年12月5日(火) アルカディア市ヶ谷で、都府県地区支所会長・事務局長会議
を開催しました。
　会議では「平成30年度業務推進計画」について説明を行った後に、「平成29年度活動推進
状況」について担当部門ごとに報告を行い、各事業活動推進の方向性と課題を共有化しました。

都府県地区支所会長・事務局長会議を開催

会 長 挨 拶
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　ただいまご紹介を賜りました、警察庁運転免許課長の早川でございます。
　本年９月に着任いたしました。
　皆様方には、平素から警察行政の各般にわたり、特に二輪車の交通安全普及活動及びグッドライダー・防犯登
録制度の普及促進にご協力をいただきまして誠にありがとうございます。
　また、さきほど受賞されました皆様方、本当におめでとうございます。
　皆様方のおかげで交通安全活動及び防犯活動が推進されると思っております。心よりお祝いを申し上げます。
　さて、本年 10 月末現在における交通事故死者数は、2,940 人で前年同期と比較して 194 人減少し、原付を含め
た自動二輪車の交通事故死者数においても、520 人と前年同期と比較して 57 人減少しております。交通事故死
者数の減少というのは、さきほど表彰を受けられた方々の活動を始めとした皆様方の様々な取組の成果でありま
す。
　しかしながら、交通事故の内容、状況を分析してみますと、自動二輪乗車中の死者数では、40 歳代の死者数
が全体の２割を超え、原付乗車中の死者数では約半数が 65 歳以上の高齢者であるという傾向が出ております。
　このような状況を踏まえ、引き続き交通事故の状況に応じた対策を皆様方と一緒に講じてまいりたいと考えて
おります。
　高齢運転者に対する事故防止のための様々な施策を講じているところですが、少子化ということに関しても
様々な検討を行っており、その一つが自動二輪車についてであります。
　最近のテーマとしては、125cc 以下の小型の自動二輪車の教習時間の在り方に関して、いろいろな要望、ご指
摘を受け、現在、調査研究を行っているところであります。　　　
　今、まさに実験をしてその成果を取りまとめているところでありますが、皆様のご要望に沿った形での検討が
できるよう努力してまいりたいと考えております。
　結びに、交通事故対策については、一年、365 日続けておりますが、特に年末は交通事故が多発する時期です
ので、皆様方におかれましても交通事故には充分注意していただくとともに、少しでも交通事故死者、交通事故
が減少するよういろいろな形で警察とともに、交通事故防止に向けた様々な活動にご協力いただければと思って
おります。是非ともよろしくお願いいたします。

警察庁 交通局 運転免許課長　早川　智之

125cc以下の小型自動二輪車の教習時間の
在り方に関して、調査研究を行っています。

第１ 二輪車安全運転普及活動の推進
　　　１  店頭個別安全指導活動の推進
　　　２  各種安全運転講習会の開催
　　　３  免許取得支援活動の推進
　　　４  二輪車安全運転推進運動の実施
　　　５  関係機関・団体との連携強化

第２ 二輪車防犯活動の推進
　　　１ グッドライダー・防犯登録の推進
　　　２ 二輪車盗難照会システムの利用促進
　　　３ 個人情報保護の徹底

第３　流通業務推進活動の展開
　　　１　二輪車の利用環境の改善及び規制緩和の推進
　　　２　公正な二輪車取引の推進

第４　プレゼンス向上活動の推進
　　　１  陸運関係功労者表彰及び従事者表彰の推薦
　　　２  グッドライダーの喚起・育成

第５　二輪車の利便性、楽しさを訴求するイベント開催等の展開 
　　　１　バイク月間の展開
　　　２　モーターサイクルショーの開催、支援

第６　モーターサイクルスポーツの普及促進

第７　BIKE LOVE FORUM（BLF）への参画

第８　広報活動の推進

日本二輪車普及安全協会　平成 30年度 業務推進計画の推進項目

来 賓 ご 挨 拶
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優優優優優優 良良良良良良販販販販販販 売売売売売売店店店店店店111113333377777店店店店店店

平成29年度 日本二普協会長表彰

　平成 29 年 12 月 5 日 ( 火 ) に開催した都府県地区支所会長・事務局長会議の席上「平成 29 年度 日本二普協 会
長表彰」の表彰式を行いました。優良地域団体 35 団体、グッドライダー・防犯登録制度推進 優良販売店 137 店
が表彰となりました。代表として 5名の方に、ご出席をいただいて表彰式を行い、伊東会長より表彰状が授与さ
れました。

　【優良地域団体代表　２団体】
　　　深川二輪車安全普及協会　会長　本田　　傳　様
　　　池袋二輪車安全普及協会　会長　田口　輝己　様　　　
　【グッドライダー・防犯登録制度推進 優良販売店代表　３店】
　　　ホンダドリーム立川　酒匂　好規　様
　　　ホンダドリーム江戸川　平野　　滋　様
　　　Ｔ－REX 多摩調布本店　坂尾　　圭　様

優優優優優優良良良良良良地地地地地地域域域域域域団団団団団団体体体体体体333335555団団団団団団体体体体体体 ををををををを表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰

深川二普協
会長　本田　傳　様

池袋二普協
会長　田口　輝己　様

ホンダドリーム立川
酒匂　好規　様

ホンダドリーム江戸川
平野　滋　様

T-REX多摩調布本店
坂尾　圭　様

受賞者代表との記念撮影
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都府県地区名 優　　良　　地　　域　　団　　体　　名　　称 代 表 者 氏 名

北　海　道 札幌地区二輪車普及安全協会 石　川　治　彦

青　　　森 青森地区二輪車普及安全協会 中　村　卓　三

岩　　　手 岩手県二輪車安全普及協会ブロック会　北上支部 田　中　淸　也

宮　　　城 宮城県二輪車普及安全協会　中央北ブロック会 齋　藤　　　實

山　　　形 長井二輪車普及安全協会 佐　藤　邦　昭

福　　　島 福島県二輪車普及安全協会　福島支部 齋　藤　　　勲

東　　　京
深川二輪車安全普及協会 本　田　　　傳

池袋二輪車安全普及協会 田　口　輝　己

埼　　　玉
越谷地区二輪車安全普及協会 浅　見　冨司雄

狭山入間地区二輪車安全普及協会 森　田　　　巧

神　奈　川
横須賀二輪車安全普及協会 森　　　雄　一

平塚・大磯二輪車安全普及協会 奥　野　　　裕

静　　　岡 静岡県浜松地区二輪車普及安全協会 杉　本　達　雄

愛　　　知 愛知県二輪車普及安全協会　瀬戸支部 伊　藤　達　也

三　　　重 三重県二輪車普及安全協会　松阪支部 西　田　　　均

大　　　阪

枚方・交野地域二輪車安全普及協会 中　田　耕　司

松原地域二輪車安全普及協会 新　田　房　義

城東地域二輪車安全普及協会 渡　邉　清　和

和　歌　山 和歌山東地域二輪車安全普及協会 丸　谷　　　昌

鳥　　　取 中部地域二輪車普及安全協会 森　谷　明　夫

島　　　根 松江地域二輪車普及安全協会 熱　田　勝　則

岡　　　山 玉島地域二輪車普及安全協会 青　木　一　雄

広　　　島
音戸地区二輪車普及安全協議会 道　方　　　隆

竹原地区二輪車普及安全協議会 稲　葉　政　由

山　　　口 宇部ブロック 藤　村　幸　治

徳　　　島 徳島県二輪車普及安全協会　徳島東支部 國　見　　　力

愛　　　媛 愛媛県二輪車普及安全協会　大洲支部 二　宮　豊　和

高　　　知 高知県二輪車普及安全協会　高知南支部 裏　正　　　一

福　　　岡 小倉南地区二輪車普及安全協会 岡　崎　憲　二

長　　　崎 大村地区二輪車普及安全協会 石　本　和　幸

熊　　　本 芦北地区二輪車普及安全協会 川　元　光　明

大　　　分 大分南地区二輪車普及安全協会 河　野　一　成

宮　　　崎 延岡地区二輪車普及安全協会 坂　本　今朝利

鹿　児　島 鹿屋地区二輪車普及安全協会 時　吉　隆　司

沖　　　縄 沖縄県二輪車普及安全協会　名護支部 赤　嶺　義　治

優 良 地 域 団 体
計35団体（順不同・敬称略）
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グッドライダー・防犯登録制度推進優良販売店
計137店（順不同・敬称略）

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

札　幌

有限会社クルムスSAPPORO 大　村　直　幸

ホンダドリーム札幌 中　山　晋　一

井上モーターサイクル商会 井　上　富　夫

旭　川 株式会社モトショップワークス 本　間　萬　造

青　森

ＹＳＰ八戸 三　浦　健　至

ＹＳＰ青森 成　田　真知子

有限会社ブルーフォーレスト 中　村　卓　三

岩　手

有限会社ライディングビレッジ 澤　村　芳　信

モトスペース　ウインデイ 武　内　　　浩

北上ホンダ 加　藤　正　喜

宮　城

有限会社原町･ホンダ 相　沢　光　哉

有限会社根岸オート 横　山　道　男

有限会社鈴木屋輪業商会 鈴　木　敏　之

秋　田
POWER'Sサトウ 佐　藤　俊　二

ホンダウイングトダテ 戸　館　和　夫

山　形

有限会社カーセンター葵商会 木　村　嘉　一

カワサキオート山形 萩　原　行　洋

ＹＳＰ酒田 五十嵐　　　博

福　島

ホンダドリーム郡山 杉　原　宏　之

SBS会津ライトオン 山　田　勝　広

モトショップ安斉 安　斉　和　広

東　京

ホンダドリーム立川 酒　匂　好　規

ホンダドリーム江戸川 平　野　　　滋

Ｔ－REX　多摩調布本店 坂　尾　　　圭

茨　城

有限会社木村輪業 木　村　　　茂

株式会社ウェストウッド井原商会 井　原　啓　之

バイカーズステーションSOXつくば店 大　石　聖　児

栃　木

ホンダドリーム宇都宮 岡　　　康　夫

バイカーズステーションSOX足利店 大　石　聖　児

有限会社大芦輪業 大　芦　　　勝

群　馬

バイカーズステーションSOX前橋店 大　石　聖　児

ホンダドリーム高崎 五十嵐　孝　光

有限会社ホンダ太田販売 牛久保　勝　司

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

埼　玉

バイカーズステーションSOX大宮店 大　石　聖　児

株式会社バイクプラザGAIA 渡　辺　正　昭

ホンダドリーム東浦和 川　崎　正　樹

千　葉

バイクセンター柏 吉　本　孝　二

有限会社袖ヶ浦ホンダ　五井店 小　林　宏　子

ホンダドリーム船橋 鶴　川　　　弘

神奈川

YOKOHAMAセラビィ 小　川　　　司

丸富オート販売株式会社国産車センター店 長　田　憲　治

バイクセンター横浜 吉　本　孝　二

新　潟

有限会社佐上商会 佐　上　　　博

桜井自転車店 本店 桜　井　春　雄

有限会社キティホーク 馬　場　佳　哉

山　梨

ホンダドリーム山梨 上　杉　　　功

有限会社カワサキショップ山梨 吉　田　雄　介

森沢自転車店 森　沢　昭　二

長　野

有限会社モト・ロマン 中　澤　明　二

ホンダドリーム長野 小　林　邦　明

トネガワオート株式会社 舎　川　淳　一

静　岡

株式会社川島モータース 川　嶋　登志久

バイカーズステーションSOX浜松南店 大　石　聖　児

オートプラザドリーム 阿　部　十四郎

富　山

YSP富山中央 酒　井　宗　一

YSP富山東 叶　井　　　廉

有限会社ワークスマツオカ 松　岡　信　一

石　川

MOTOR　HOUSE　BIKE　ON　田上店 片　岡　匡　史

有限会社城北カワサキ 山　本　　　正

松田モータース株式会社 松　田　　　弘

福　井

株式会社バイクガレージ福井 出　口　幸　宏

有限会社バイクハウス　赤い３輪車 小　林　幸　広

株式会社ホンダ販売敦賀 中　河　義　隆

岐　阜

ＹＳＰ各務原東 堀　尾　明　宣

竹村輪業 竹　村　千奈美

合資会社田中車輌販売 田　中　君　子
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都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

愛　知

株式会社イトーＫＴ 伊　藤　達　也

ホンダドリーム一宮 山　本　博　之

YSP刈谷 石　川　博　樹

三　重

ホンダドリーム鈴鹿 稲　葉　茂　樹

ナカモータース 仲　　　功　児

服部モータース商会 服　部　智　志

滋　賀

株式会社YSP滋賀 赤　松　弘　昭

河村サイクル 河　村　清　次

そりまちサイクル 返　町　靖　朗

京　都

株式会社レオタニモト　本店 谷　本　将　崇

有限会社オートアシストヨシムラ 吉　村　昌　己

株式会社ジーゼット 徳　田　敏　行

大　阪

有限会社モーターサイクルパル 大　野　圭　央

株式会社エナジーモータースタイル　東大阪店 大久保　　　彰

有限会社市田モーターサイクル 市　田　史　朗

兵　庫

株式会社エナジーモータースタイル　本店 大久保　　　彰

モトフィールドドッカーズ　神戸店 池　田　大　輔

ライダーズポイントFEEL 前　田　宜　孝

奈　良

クレイジーモーターワークスムカイ　奈良本店 向　井　大　二

バイカーズステーションソックス奈良店 大　石　聖　児

旭日産業有限会社　ツーリングプラザ 武　田　康　人

和歌山

ホンダドリーム和歌山 林　　　英　成

BHB　広畑 廣　畑　佳　伸

いとうモーターサイクル 伊　藤　久　敏

鳥　取
西部ホンダ販売有限会社 竹　山　宗　泰

パドックⅢ 野　澤　　　正

島　根

オートショップ　コイズミ 小　泉　利　夫

有限会社オートショップコウノ 河　野　由佳子

有限会社おくい 奥　井　一　徳

岡　山

昭和ホンダ販売株式会社 川　田　陽　一

BIKE COLORSハシモト 藤　原　光　啓

水谷サイクル 水　谷　正　利

広　島

株式会社小笠原オートショップ 小笠原　静　喜

オートサイクルまるもと あさひが丘店 丸　本　耕　司

有限会社バイクプール 佐　藤　　　行

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

山　口

株式会社桑原モータース 桑　原　健　一

有限会社山本モータース 山　本　秀　登

周防輪業 住　原　健　治

徳　島

有限会社山橋商会 山　橋　諄　亮

有限会社インディーズ 山　口　裕　治

株式会社藤岡輪業商会 藤　岡　雅　彦

香　川

株式会社BSP高松 相　川　捷　夫

ホンダドリーム高松 平　田　信　二

株式会社BSP丸亀 高　木　健　司

愛　媛

ホンダサービス日野 日　野　征衛門

高橋商会 高　橋　孝　仁

有限会社オートサイクル谷口 谷　口　盛　久

高　知

有限会社オートショップ　チャレンジ 裏　正　　　一

なべしま自転車店 田　内　伸　和

有限会社オートショップ オジマ 小　島　正　志

福　岡

株式会社エナジーモータースタイル 大久保　　　彰

YSP小倉 門　松　秀　明

株式会社マルセイ商会 須　田　浩　照

佐　賀 SBS SAGA 村　岡　賢　繁

長　崎

水ノ浦自転車店 山　崎　和　昭

ホンダドリーム佐世保 村　上　順　三

堀内モータース 堀　内　規　好

熊　本

有限会社モーターサイクルカワグチ 川　口　健　治

バイカーズステーションソックス熊本本山店 大　石　聖　児

サトナガウェルビー 井　本　　　明

大　分

ブルーポイント 楠　瀬　正　治

小野商会 小　野　政　弘

Oidear 松　田　善　樹

宮　崎
ホンダドリーム宮崎 黒　岩　孝　志

YSP延岡 山　本　晶　文

鹿児島

ホンダドリーム鹿児島 小平田　喜代子

株式会社協和二輪 伊地知　　　洋

迫田輪業 迫　田　一　博

沖　縄

J-HOUSE 島　袋　　　純

motofashion元気 崎　間　　　保

OKバイクロジー商会 照　屋　清　志



－ 18 －

日本二輪車普及安全協会ニュース　№120

　ただいまご紹介を賜りました、警察庁生活安全企画課犯罪抑止対策室長の丸山でございます。
　皆様方には、グッドライダー・防犯登録制度の普及を始め、盗品売買等防止団体としての活動などにご協力を
いただきまして、厚く御礼を申し上げます。
　さて、現下の治安情勢でありますが、平成14年に刑法犯認知件数は285万件を数えたところでありますが、以降、
14 年間連続して減少しまして、昨年は 100 万件を切ったという状況であります。
　しかしながら、全刑法犯に占める窃盗犯の割合は、全体の 7割程度を占めております。そして、これら窃盗の
被害品等が、皆様方を始めとする古物商の方々に持ち込まれているというのが実態であります。
　皆様方からは、盗品売買等防止団体としての活動により、自動二輪車と原動機
付自転車に関する不正品を申告していただいており、これは申告数全体の約 4割
を占めております。この申告は盗品の流通防止はもとより、犯人検挙や被害品の
回復につながっており、その取組みに対し深く敬意を表する次第であります。
　治安の確保は、独り警察のみでなし得るものではありません。皆様古物商の方々
のご協力、あるいは一般住民の方々、それから関係機関の協力があってこそと考
えております。
　来る 2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会を見据え、警察といたしま
しては、「世界一安全な国、日本」を実現するため、全力で取り組んでまいります
ので、皆様方におかれましても、引き続き、各種犯罪対策にご理解、ご協力を賜
りますよう、重ねてお願いする次第であります。
　結びに、本日お集まりの皆様方のご健勝、ご多幸と貴協会の益々のご発展を祈
念いたしまして、私の挨拶をさせていただきます。

警察庁 生活安全企画課 犯罪抑止対策室 室長　丸山　　潤

治安の確保は、古物商の方々、一般住民方々、
関係機関の協力があってこそ

会議終了後、意見交換会が行われました。

深川二普協会長
 本田 傳 様より

ご挨拶・乾杯のご発声

会長　伊東　孝紳

意 見 交 換 会

　皆さん  こんばんは。
　意見交換会の開催にあたり一言ご挨拶を申し上げます。
　本日は、警察庁の早川運転免許課長様、丸山犯罪抑止対策室長様をはじめ警察庁、
経済産業省の皆様には、ご多忙中にもかかわらずご出席を賜り、誠にありがとうございます。
　また、先ほど、優良地域団体及びグッドライダー防犯登録制度推進優良販売店として表彰を受けられました皆
様に、重ねて心よりお祝いとお礼を申し上げます。
　先程の会議では、来年度の業務推進計画についてご説明をいたしましたが、この計画が実効を上げていくため
には、本部と支所が一丸となって、関係機関団体の皆様と緊密に連携し、計画の実施に当たることが重要なこと
だと思っていますが、この意見交歓会がその一助ともなればと願っているところであります。
　本席は、日頃、お仕事が忙しく、お話し合いをする機会もなかなかお取りいただけない皆様方に、折角このよ
うにお集りいただきましたので、限られた時間ではございますが、時間の許す限りご歓談いただければと思って
おります。
　終わりに、ご出席の皆様のご健勝と益々のご発展を祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。

来 賓 ご 挨 拶

会 長 挨 拶

関係機関団体の皆様と緊密に連携することが重要
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　年初に、警察庁 桝田好一 交通局長 より、当協会の交通安全活動に対する御礼のご挨拶を頂きました。

警 察 庁 交 通 局 長 か ら の 挨 拶 状
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ト ピ ッ ク ス

　平成 30 年（2018 年）は、明治元年（1868 年）から起算して満 150 年に当たります。明治以降、近代国民国家
への第一歩を踏み出した日本は、多岐にわたる近代化への取組を行い、国の基本的な形を築き上げていきました。
また、多くの若者や女性等が海外に留学して知識を吸収し、外国人から学んだ知識を活かしつつ、単なる西洋の
真似ではない、日本の良さや伝統を活かした技術や文化も生み出されました。一方で、昨今に目を向ければ、人
口減少社会の到来や世界経済の不透明感の高まりなど激動の時代を迎え、近代化に向けた困難に直面していた明
治期と重なっており、「明治 150 年」を節目として、改めて明治期を振り返り、将来につなげていくことは、意
義のあることだと考えています。
　こうした中、政府では、内閣官房副長官を議長とする「「明治 150 年」関連施策各府省連絡会議」を設け、政
府一体となって「明治 150 年」関連施策が推進されています。
　「明治 150 年」関連施策は、大きく３つの柱で推進しています。一つ目は、「明治以降の歩みを次世代に遺す施
策」です。デジタルアーカイブ化の推進などにより、明治期の歴史的遺産や明治以降の歩みを未来に遺し、特に
次世代を担う若者にこれからの日本を考えてもらう契機としようするものです。二つ目は、「明治の精神に学び、
さらに飛躍する国へ向けた施策」です。例えば、明治期には様々な人物が各方面で活躍されていましたが、時間
とともにその記憶が薄れて、一部にしか知られていない方も多いのではないでしょうか。「明治 150 年」を機に、
これらを改めて知る機会を設け、明治期に生きた人々のよりどころとなった精神を捉えることにより、日本の技
術や文化といった強みを再認識し、現代に活かすことで、日本の更なる発展を目指す基礎にしようとするもので
す。三つ目は、「明治 150 年に向けた機運を高めていく施策」です。内閣官房
のWeb サイトなどを通じて情報提供を行うほか、関連する施策や取組みに広
くお使い頂けるよう、平成 29 年８月にロゴマークが決定されています。
　「明治 150 年」関連施策は、明治維新の時期のみを対象とする取組みではあ
りません。維新の時期も含め、明治期全般の様々な取組みや人々の活躍などを
対象としたものです。今後とも、国だけでなく、地方公共団体や民間も含めて、
日本各地で、「明治 150 年」に関連する多様な取組みが推進されるよう、「明治
150 年」に向けた機運の醸成に努め、広く社会に発信されるよう、みなさまの
ご支援をお願い致します。

明治の歩みを　つなぐ、つたえる

内閣官房「明治150年」関連施策推進室Webサイト 首相官邸Webサイト
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統計1　都道府県別二輪車乗車中交通事故死者数（平成29年12月末現在）
平成29年中の二輪車乗車中の死者数は、632人で前年同期比52人 1.6%の減少であった。車種別では、自二車乗車中の死者数
が448人で前年同期比12人 2.6%の減少、原付乗車中の死者数が184人で前年同期比40人 17.9%の減少であった。
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統計２　グッドライダー・防犯登録状況（平成29年12月末現在）
平成29年1月～12月の累計実績は、前年同期比2,842件 98.8%の減少であるが、同年4月～12月の累計実績は、前年同期比
987件 100.5%の増加となっている。
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統計３　二輪車盗難認知及び被害回復状況（平成29年12月末現在）
平成29年1月～12月の盗難認知件数は、20,186件で前年同期比4,118件 16.9%の減少となっている。また、同年1月～12月
の被害回復件数は8,495件で被害回復率は42.1%となっている。
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